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饉
賀
新
年

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

■

平
成
二
十
二
年
の
幕
開
け
は
お

も
わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
く
な
る
様

な
初
日
の
出
で
あ

っ
た
。
や
は
り

元
旦
は
雪
景
色
が
似
合
う
。
凍
て

つ
く
寒
さ
の
中
で
、
本
年
の
平
穏

無
事
を
祈

っ
た
。

世
相
を
象
徴
す
る
漢
字
は
、
平

成
二
十

一
年
は

「
新
」
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
民
主
党
新
政
権
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

エ
コ
ポ
イ

ン
ト
な
ど
の
新
制
度
の
実
施
と
共

に
新
た
な
環
境
技
術
、
世
界
経
済

の
変
化
な
ど
、
新
た
な
時
代
の
始

ま
り
と
未
来

へ
の
希
望
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、　
一
向
に
経
済

は
上
向
か
ず
不
況
が
続
き
、
雇
用

の
面
で
も
都
内
の
年
越
し
村
で
は

何
百
人
の
方
々
が
寂
し
い
年
を
迎

え
た
。
政
治
で
は
、
有
権
者
が
初
め
て

自
ら
政
権
交
代
を
さ
せ
た
わ
け
で
、

期
待
を
裏
切
ら
な
い
で
い
た
だ
き

た
い
。
本
年
は

「
寅
」
年

で
あ
る
。
寅

に
関
す
る
こ
と
わ
ざ
に

「
虎
は
千

里
往

っ
て
千
里
還
る
」
な
ん
と
勢

い
の
あ
る
言
葉
か
。
本
年
は
冬
季

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
年
で
も
あ

る
。
こ
の
萩
の
郷
の
平
穏
、
希
望

が
本
来

の

「
新
」
の
意
味
に
な
る

よ
う
期
待
し
た
い
。

tW」

。
い
。 ど d■b

●
）
　

ｏ

ヽ

|●

■

`

“
「

‐1

ヽ

E
ヽ

ヽ

●
｀磁

■lι
`,・

1

/

や
●

′ヽ
:ヽ:

=
1

′

ミ 0ヽヽ
・ ヽ

,

L置
●

.r

甲

′σt  ノツ電
・
。

ヽ
｀

・「`・
=イ
う0＼イ 、 ヽ●"′

ら  、

す
‐)

′
J

与■

`‐

‐
■■島

ドヽ ●
。こ。
●:ヽヽ

ヽ
 ●

↓ だ、ヘ
・  Ч

,こ
 ヽ1ヽ、
「

l.ョ 0
● も

●・

ヽ

:

:.  ‐1「  ' 
｀

=「

■

暉、

0、_
ι

ｄ
層
Ｖ
ｒ

‐

|



平成22年 2月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 75号 (2)

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

大

沢

　

操

有
林
か
ら
選
ぶ
こ

と
に
な
り
、
＋
上

月

一
日

「
御
柱
見

立
て
」
の
儀
式
を
行
い
ま
し

た
。
山
出
し
は
十

一
月
二
十

二
日
、
神
事
の
あ
と
御
神
木

を
伐
採
し
、
急
傾
斜
面
を
木

遣
り
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
無

事
山
出
し
が
終
わ
り
、
里
曳

き
の
出
発
点
と
な
る
大
丸
山
、

巡
礼
沢
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
田
柿
原
木

の
地
」
の

石
碑
と
、
児
島
礼
順
顕
彰
碑

の
除
幕
式
が
、
十
二
月
二
十

五

日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
市
田
柿
原
木

の
地
」
の
碑

は
、
四
区
の
庭
村

一
男
さ
ん

宅
前
道
沿
い
の
、

原
木
の
あ

っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る

所
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
児
島
礼
順
氏
は

医
師
で
あ
り
寺
子

屋
の
一帥
一匠
で
も
あ
っ

た
人
で
、
市
田
柿

の
普
及
に
尽
力
さ

れ
た
人
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
顕

彰
碑
は

「
市
田
柿

原
木

の
地
」
の
所

か
ら
少
し
山
側
に

入

っ
た
場
所
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。

御
柱

の
山
出
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
七
年
に

一
度
の

御
柱
祭
の
年
に
な
り
ま
す
。

寅
年
生
ま
れ
の
六
十
歳
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
、
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
式
年
祭
に
向

け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
「御
柱
」
に
つ
い

て
は
例
年
大
丸
山
と
巡
礼
沢

か
ら
用
意
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
も
松
喰
い
虫
の

被
害
に
あ
い
適
当
な
木
が
無

い
の
で
、
大
島
山
堂
所
の
区

町
の

″
ふ
る
さ

と
祭
り
″

へ
の
出

店
も
今
年
で
六
回

目
。
事
の
始
ま
り

は
研
修
旅
行
の
帰

り
の
バ
ス
で
、
「
折

角
地
域
の
仲
間
と

旅
し
て
る
、
こ
の

集
ま
り
の
力
で
何

か
し
な

い
か
」
と

言

っ
て
く
れ
た
人

が
い
た
事
。
ま
ず
は
、
研
修

で
体
験
し
た

「
お
や
き
」
を
。

仲
間
の
発
案
の
「
豆
腐
ピ
ザ
」

を
。
で
も
こ
れ
ら
は
下
準
備

が
大
変
、
そ
の
割
に
配
れ
る

数
は
三
百
～
四
百
が
や
っ
と
。

で
は
と
、
料
理
講
習
で
の
「す

い
と
ん
」
千
食
、
そ
れ
も
足

り
な
い
と
二
千
食
、
そ
の
数

も

〃無
料
、
野
菜
沢
山
、
う

ま
い
？
″
で
、
大
鍋
二
杯
が

一
時
間
半
ほ
ど
で
空
。
そ
れ

を
三
回
仕
込
ん
で

一
日
千
食

の
提
供
で
す
。
前
夜
に
行
う

二
千
人
分
の
野
菜
切
り
は
大

騒
ぎ
、
目
を
真
赤
に
泣
き
な

が
ら
の
人
、
斧
と
木
槌
で
カ

ボ
チ
ャ
を
割
る
人
、
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
総
勢
二
十
四
人

の
仲
間
と
口
も
手
も
八
丁
の

作
業
は
、
大
変
と
い
う
以
上

に
人
と
の
関
わ
り
の
楽
し
さ

と
、
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

タ
カ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
活
動

三
区

清
　
水
　
　
衆

か
ら
四
十
歳
代
の
業
種
や
肩

さ
せ
、
Ａ
Ｒ
Ｔ

（創
造
）

書
き
を
越
え
て

「
若
い
力
で

し
て
い
く
／
」
と
い
う

高
森
町
を
盛
り
上
げ
た
い
／
」

願
い
を
込
め
て
決
め
ま

と
い
う
想
い
で
集
ま

っ
た
十

し
た
。
平
成
二
十

一
年

今
年
は
下
市
田
区
の

〃お

し
る
粉
屋
″
さ
ん
の
隣
に
出

店
さ
せ
て
頂
き
、
テ
ン
ト
張

り
か
ら
片
付
け
ま
で
ほ
ん
と

に
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。

又
地
元
三
区
か
ら
の
応
援
も

頂
き
、
多
く
の
方

々
に
感
謝

致
し
ま
す
。
た
だ
、

こ
う
し

た
形
で
行
う
事

へ
の
利
点
は

勿
論
、
続
け
て
い
く
事
の
難

し
さ
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

女性ふるさとの会活動
3区 杉 田 幸 枝
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僕

た

ち

Ｔ
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Ｋ

Ａ

Ｒ
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と
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Ａ

Ｋ

Ａ

Ｍ

Ｏ

Ｒ

Ｉ

を

若

は
、
町
内
に
住
む
三
十
歳
代

い
力
で
新
し
く
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

四
月
に
顔
合
わ
せ
を
皮

切
り
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
分
科
会
な
ど
を
毎

月
数
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

九
月
に
は
天
竜
川
で

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
チ

ュ
ー

ブ
体
験

（
復
活
さ
せ
た

い
／
）
、
十

一
月

の
ふ

る
さ
と
祭
り
で
は
、
昔

の
手
法
に
こ
だ
わ

っ
た

「
市

田
柿

の
柿
す
だ
れ

＆
吊
る
し
体
験
」
ブ
ー
ス
を

一

出
展

（風
景
を
残
し
た
い
／
）、

十
二
月
に
は
飯
田
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
山
法
師
の
活
動
拠
点

で
あ
る

「
風
の
学
舎
」
へ
研
修

＆
交
流
会
＆
宿
泊
体
験

（拠

点
を
作

っ
て
そ
こ
か
ら
高
森

町
を
発
信
し
た
い
／
）
を
行

っ

て
き
ま
し
た
。

若
い
力
で
高
森
町
を

一
楽

し
く
」
「
明
る
く
」
「真
剣
に
」、
一

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

一

し
ょ
う
／
。

一
緒
に
活
動
し

一

六
人

の
グ

ル
ー

プ

で
す
。

Ｔ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｔ
と

は

た
い
／

少
し
話
を
聞

い
て

み
た
い
と
い
う
方
、
是
非
左

記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

メ
ー
ル
を
下
さ

い
／

お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
／

lヽAIL takartakart@grnail.corn

また、ホームページもあります。

携帯電話でも見られますので、是非アクセス

してみてください。/

HOヽ4EPAGE http:〃takartakart.web.fc2.con1/

TAKAR丁 リーダー 中 塚 功 二

(吉田 中塚工務店 )

丁AKARTl班グループ長 清  水   衆
(下市田 3区 大庭 )

平成21年 4月結成★高森町若手有志の会

TAKART(夕カート)

◆この町「高森」に、新しいポジティブな

何かをスタートさせたい。

◆この会に集う者自身の新たなスタート

◆高森をアート(ART)する
⇒アート=創る 。デザインする
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ふるさと祭り
コミュニティテント村

お
じ
る
こ
店
を
出
店
し
、
大

が
ら
楽
し
い
会
話
を
飛
び
交

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

ヽ

十
五
日
は
、
雨
も

上
が
り
良
い
天
候
に

な
り
、
こ
の
日
も
多

く
の
お
客
様
が
来
店

一
市

じ

る

Ｃ

温
か
な

・

今
年
度
の
高

森
町
ふ
る
さ
と

祭
り
が
、
十

一

月
十
四
日
Ｏ

ｏ

十
五
日
０
の
両

日
、
役
場
前
駐

車
場
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
、
賑

や
か
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ

の
祭
り
に
下
市

田
区
は
恒
例
の

こ
の
店
は
福
島
副
区
長
が

店
長
と
な
り
、
下
市
田
公
民

館
三
役
や
各
分
館
長
、
主
事
、

女
性
ふ
る
さ
と
の
代
表
者
な

ど
、
二
十
八
人
で
運
営
し
ま

し
た
。
十
四
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供

さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま

で
、
多
く
の
お
客
様
に
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
温
か
く
美
味

し
い
お
じ
る
こ
を
頬
張
り
な

し
、
心
の
こ
も

っ

た
お
し
る
こ
を

食

べ
な
が
ら
、
笑
い
や
交
流

の
輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

お
し
る
こ
を
作
る
側
は
、
赤

の
ス
タ

ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

揃

っ
て
着
用
。
餅
焼
き
や
餡

こ
汁
づ
く
り
に
大
忙
し
で
し

た
が
、
そ
こ
は
持
ち
前
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
上
手
に
カ

バ
ー
。
二
日
で
二
四
〇
〇
食

を
無
料
提
供
し
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
テ
ン
ト
村
の
出
店
は
今

年
度
も
大
成
功
で
し
た
。

ご
来
店
さ
れ
た
お
客
様
は
、

下
市
田
区
の
温
か
な
心
も

一

緒
に
召
し
上
が

っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
来
年
も
お
出
か
け

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
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峯

囃
ｍ̈
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一̈

幹

事

長

二
区

下

島

秋

利

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
宜
し

副
幹
事
長

六
区

北

沢

祐

次

″
　

一
区

本

田

　

勝

会
計
幹
事

一
区

勝

又

育

司

副
　

″

四
区

梶

間

正

彦

″

三
区

羽

生

良

治

事

二
区

倉

沢

成

章

三
区

久
保
田
敏
夫

五
区

小

林

猛

邦

〃
　

六
区

酒

井

明

雄

囃

子

部

幹

事

部
長

宮

下

清

秀

″
　

副

小

川

　

修

″　
　
″　
原

　

文

夫

獅

子

部

幹
　
事

部
長

池

野

五
区

宮

下

秀

美

勇
壮
な
獅
子

備
品
幹
事

四
区

串

原

輝

樹

ま
し
て
、
春

幹 副

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会

幹
事
長

下

島

秋

利

又
、
今
年
も

春
祭
り
の
時
期

が
や

っ
て
参
り

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
の
春
祭
り
は
、
何
年

ぶ
り
か
の
晴

天
に
恵
ま
れ

祭
り
が
盛
大

に
行
わ
れ
、

屋
台
が
壊
れ

ん
ば
か
り
の
、

舞
が
無
事
奉

納
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
三
百

十
四
年
と
い

う
伝
統
あ
る

い
ま
す
。

こ
の
伝
統
あ
る
獅
子
舞
を

末
長
く
継
承
し
て
行
く
為
に

も
、
獅
子
部

・
囃
子
部

へ
の

入
会
を
お
願
い
致
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は
式
年
御
柱
祭
の

年
で
、
獅
子
舞
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
二
十
三
年
度
の
春
祭

り
に
向
け
て
、　
一
年
間
し

っ

か
り
練
習
を
し
て
、
勇
壮
な

獅
子
舞
を
ご
披
露
致
し
ま
す
。

そ
の
時
に
は
大
勢
の
方

々
の

ご
観
覧
を
頂
き
た
く
願

っ
て

お
り
ま
す
。

″ ″
副

上 小 坂

沼 林 牧

春 靖 博

ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
六
日

の
萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会
の

定
期
総
会
で
、
私
が
二
十
二

年
度
幹
事
長
の
大
役
を
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
未
熟
者
で
は

略Ｆ
Ｆ
　
　
ご
ざ
い
ま
す
が
、
下
市
田
区

獅
子
舞
の
効

剛

果
の
表
れ
か
、

夫

十
月
の
台
風

志
　
の
直
撃
を
免

樹

れ
た
か
と
思
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楽
し
い
「御
柱
祭
」
に

ま
す
。
さ
て
我
地

元

「
萩
山
神

社
式
年
御
柱

祭
」
は
、
前
回
ま
で
は
巡
礼

沢
神
社
林
と
大
丸
山
公
園
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
赤
松
を

一
本
ず

つ
切
り
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

松
喰

い
虫
で
枯
れ
る
等

「
太

く
て
素
性
の
よ
い
適
材
」
が

無
く
、
今
回
は
堂
所
の
区
山

か
ら
二
本
共

「
山
出
し
」
す

る
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
山
が
急
峻
で
、
特
に
大

島
川
の
淵
は
格
子こ
作
業
が
満

足
に
で
き
な
い
場
所
で
し
た

の
で
、
雪
が
降
る
前
に
山
出

し
を
終
え
る
必
要
が
あ
り
、

昨
年
九
月
か
ら
実
行
委
員
会

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
大
島
川
の
川
越
え
は
大

型
ク
レ
ー
ン
を
使
い
、
大
型

ト
ラ
ッ
ク
で
各
御
柱
置
場
ま

で
運
ぶ
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。桧
の

「
村
灯
ん
」
作
り
と

厳
粛
な
入
魂
式
を
済
ま
せ
、

そ
の
間
何
度
も
山
に
行
き
安

全
性
の
検
討
と
準
備
を
し
、

「
山
出
し
祭
」
を
昨
秋
十

一

月
二
十
二
日
に
無
事
執
行
で

き
ま
し
た
。
ラ
ッ
パ
班
を
立

ち
上
げ

「
木
遣
り
」
と
連
動

し
祭
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、

若
い
力
を
結
集
し
早
朝
か
ら

暗
く
な
る
ま
で
の
行
事
と
な

り
、
達
成
感
あ
ふ
れ
る
直
会

に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
二
月
は
二
十

一

日
に

「
綱
打
ち
」
、

そ
し
て

二
十
八
日
は

「
里
曳
祭
」
に

な
り
ま
す
の
で
、
区
民
総
出

の
御
参
加
を
是
非
お
願
い
致

‘
悧
＝

ｆ

し
ま
す
。

只
今

「
木
遣
り
」
は
新
し

い
参
加
者
も
募
集
し
な
が
ら

区
民
会
館
で
練
習
し
て
い
ま

す
の
で
、
女
性
や
子
供
さ
ん

も
気
楽
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
区
民
生
活
の

一
部
と
し

て
、　
一
緒
に

『
御
柱
祭
』
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

・
２
日
７
７

萩
山
神
社
式
年
御
柱
祭
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

久
保
田

正

博

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
寅
年
で
、
七
年
に

一
度

の

『
御
柱
祭
』
が
執
行

さ
れ
る
年
に
あ
た
り
、
本
元

の
諏
訪
市
諏
訪
大
社

へ
の
注

目
度
は
大
変
な
も
の
が
あ
り

本梵天作成 :木札、幣束が付さ完成

山出し祭 :斧入れ山出し祭 :壱之柱切り倒し
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以
前
か
ら

「
防

夫

災
委
員
は
全
員
救

命
講
習
会
に
参
加

す
る

べ
き
だ
」
と

い
う
声
が
委
員
の

中
か
ら
あ
り
、
昨

年
十

一
月
二
十
九

日
高
森
消
防
署
の

ご
協
力
に
よ
り
救

命
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

催

征

開

寸
の
ォ

〈
〓
枡口

習

・ｘ・

講

４‐

〈叩救参
加
者
は
、
防
災
委
員

・

竹
村
征
夫
、
大
場
優
彦
、
三

浦
伊
佐
夫
、
高
橋
智

一
、
松

島
弘
幸
の
五
名
。
公
民
館
か

ら
福
沢
嘉
言
、
秋
田
金

一
、

北
沢
文
治
の
三
名
。

最
初
に
昨
年
六
月
か
ら
全

戸
に
義
務
化
さ
れ
た
住
宅
用

火
災
報
知
機
の
説
明
が
あ
り
、

救
命
処
置
の
基
本
を
ビ
デ
オ

で
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
後

す
ぐ
に
ダ
ミ
ー
を
使

っ
て
の

実
施
訓
練
で
す
。
傷
病
者
に

安
全
を
確
認
し
て
近
づ
き
、

反
応
を
確
認
。
近
く
の
人
に

ノ

協
力
を
求
め
、
気
道
を
確
保

し
、
呼
吸
を
確
認
。
呼
吸
が

確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
人
工
呼

吸
、
胸
骨
圧
迫
に
入
り
人
工

呼
吸
二
回
、
胸
骨
圧
迫
三
十

回

（
一
分
間
に
百
回
）
を
繰

り
返
す
。
三
分
位
で
息
が
切

れ
て
く
る
、
腕
が
痛
く
な
る
、

三
分
も
や
れ
ば

「誰
か
代
わ

っ

て
く
れ
」
と
言
い
た
く
な
る
。

こ
れ
を
救
急
隊

が
来

る
か

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
が
届
く
ま
で
継
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人

で
は
絶
対
に
で
き
な
い
、
周
囲

の
多
く
の
人
に
協
力
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

講
習
会
終
了
後
は

「
人
工

呼
吸

で
き
ま
す
か
」
「
胸
骨

圧
迫

で
き
ま
す
か
」
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
え
ま
す
か
」
の
問
い
に
、

全
員
が

「
私
が

で
き
ま
す
」

と
答
え
る
で
し
ょ
う
。

下
市
田
学
校
応
援
隊

活

動

報

告

一区

吉

田

正

治

前
号
に
引
き
続
い
て
、
下

市
田
学
校
応
援
隊
の
こ
と
を

書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ご
容
赦
下
さ
い
。

日
常
的
に
こ
の
下
市
田
学

校
校
舎
が
、
町
民
の
憩
え
る

場
と
し
て
提
供
で
き
る
よ
う

な
サ

ロ
ン
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

は
地
域
の
人
達
に
こ
の
下
市

田
学
校
を
知

っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

大
勢
の
人
に
集
ま

っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
考
え
、

催
し
物
を
企
画
し
ま

し
た
。
手
始
め
に
陶

芸
ク
ラ
ブ
の
方
々
が

も
う

一
つ
の
初
詣

日
限
地
蔵
尊
世
話
人

一
同

又
別
の
人
は

一
昨

年
願
掛
け
し
て
、
合

格
し
た
御
礼
に
参
り
ま
し
た
。」

と
言

っ
て
お
り
ま
す
。

来
て
下
さ

っ
た
方
に
は
、

み
か
ん

一
個
、
お
父
様
に
は

お
神
酒
を
あ
げ
る
と
喜
ん
で

飲
ん
で
く
れ
ま
す
。
又
あ
る

お
母
様

は
、
「
息
子
が
ラ
グ

ビ
ー
の
試
合
が
あ
る
の
で
、

怪
我
の
な
い
よ
う
願
い
に
参

り
ま
し
た
。
」
と
言

っ
て
お

り
ま
す
。

日
限
地
蔵
尊
様
を
知
る
方

で
遠

い
所
で
は
福
井
県

・
秋

田
県
か
ら
賽
銭
を
送

っ
て
下

さ
る
方
も
い
ま
す
。

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、

先
輩
の
話
に
よ
る
と
皆
様
の

尊
い
賽
銭
の
上
が
り
を
、　
一

昨
年
ま
で
飯
田
市
社
協
、
豊

丘
社
協
、
高
森
社
協

ヘ

義
捐
金
寄
附
さ
せ
て
も

ら

っ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
昨
年
か
ら
の
不
況

で
賽
銭
の
上
が
り
も
少

な
く
、
現
在
は
高
森
社

協
に
寄
附
を
さ
せ
て
も

ら

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
地
蔵
尊
様

に
お
願
い
し
た
ら
、
娘

さ
ん
が
国
家
試
験
に
合

格
し
た
と
言

っ
て
必
ず
参
拝

し
て
く
れ
る
方
が
い
る
が
、

こ
れ
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

（な
お
日
限
地
蔵
尊
の
い
わ
れ

は
、
現
地
に
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
）

日
限
地
蔵
尊
様
の
世
話
人

は
朝
五
時
に
集
合
し
、
箸
火

を
焚
い
て
参
拝
者
を
待

つ
が
、

今
年
は
天
候
が
悪
く
て
、
ほ

と
ん
ど
参
拝
者
が
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
日
中
に
な
る
と

参
拝
者
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
家
族
連
れ
で
参
拝

に
来
て
く
れ
た
方
に
聴
い
て

み
る
と
、
「
息
子
が
大
学
と

高
校
入
試
な
の
で
、
願
掛
け

に
参
り
ま
し
た
。
」
と
言

っ

て
お
り
ま
し
た
。

こ
こ
を
利
用
し
陶
器
を
作

っ

て
お
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
方
々

や
先
生
で
あ
る
陶
芸
家
、
町

の
陶
芸
家
に
参
加
い
た
だ
き
、

『
ふ
れ
あ

い
市
陶
器
』
を
開

催
し
ま
し
た
。
展
示
を
見
て
、

欲
し
い
と
思
わ
れ
る
方
に
は

即
売
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
回
に
は
木
造
の
建

物
に
ふ
さ
わ
し
い
寄
席
を
や

ろ
う
と
、
中
央
か
ら
立
川
ら

く
兵
さ
ん
を
招

い
て

『
お
い

で
て
や
寄
席
』
を
企
画
し
ま

し
た
。
前
座
に
は
地
元
の
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ポ

ス
タ
ー
を
作
り
、
区
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
に
チ
ラ
シ
を
作

っ
て
配
布

し
ま
し
た
。
前
日
に
は
高
寿

会
の
皆
さ
ん
に
応
援
い
た
だ

き
、
会
場
を
美
し
く
整
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
木
製

の
古
い
机
や
椅
子
を
並
べ
て
、

当
日
は
来
場
者
に
お
好
み
の

茶
器
で
お
茶
を
提
供
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
空
間
で
、
楽
し

く
語
ら
い
な
が
ら
お
茶
を
飲

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

陰
様
で
、
多
く
の
来
場
さ
れ

た
皆
様
に
は
満
足
い
た
だ
け

た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
企
画
と
し
て
、
こ

の
下
市
田
学
校
で
出
来
る
こ

と
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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埼
玉
の
地
に
職
を
得
て
三

十
六
年
、
昨
年
退
職
し
て
、

現
在
も
再
任
用
と
し
て
教
職

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

故
郷
の
原
風
景
が
そ
の
ま
ま

心
の
支
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。

東
の
前
方
に
は
南
ア
ル
プ
ス

の
連
山
が
横
た
わ
り
、
仙
丈

ケ
岳
が
泰
然
自
若
と
し
て
勇

壮
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。
さ

ら
に
奥
山
に
は
赤
石
岳
、
塩

見
岳
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
、
冬

に
な
る
と
白
い
帽
子
を
か
ぶ

り
大
自
然
の
美
し
さ
を
際
だ

た
せ
て
い
る
。
朝
は
、
稜
線

か
ら
眩
し
い
ば
か
り
の
太
陽

が
昇
り
、　
一
日
を
か
け
て
、

半
円
を
描
き

な
が
ら
、
静

か

に
西

の
山

に
落
ち

て
い

く
。

そ
う
し

た
中
、
夕
日
を
あ
び
な
が
ら

カ
ラ
ス
が
ね
ぐ
ら
に
帰

っ
て

行
く
。
自
然
の
妙
こ
こ
に
あ

り
で
す
。
『
枕
草
子
』
の
世
界

を
居
な
が
ら
に
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
あ
の
す
ば
ら

し
い
伊
那
谷
の
自
然
と
郷
土

の
人
達
の
優
し
さ
に
包
ま
れ

て
、
少
年
時
代
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
何
よ
り

幸
せ
に
思
い
ま
す
。

年
に
何
度
か
田
舎
に
帰

っ

て
、
兄
姉
と
顔
を
合
わ
せ
、

近
況
を
語
り
合
い
な
が
ら
お

酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
は
、

最
上
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

島
崎
藤
村
の
言
う
が
如
く
、

f
「
血

に

つ
な
が

る
ふ
る
さ
と

色
心
に
つ
な
が
る

ふ
る
さ
と
　
言

葉
に
つ
な
が
る

ふ
る
さ
と
」
は
、

私
の
感
性
を
大

き
く
育
て
て
く

い

れ
ま
し
た
。
故

ｈ
郷
は
あ
り
が
た

き
か
な
／
。

手

仕

事
二
区

矢

澤

ツ

暮
に
大
変
美
し
い
松
本
手

ま
り
を
頂
い
た
。
緑
黄
白
橙

赤
金
糸
と
多
色
な
糸
で
菊
を

表
現
し
た
見
事
な
物
で
し
た
。

お
静
か
で
、
勉
強
家
の
方

が
何
時
の
間
に
こ
う
し
た
作

品
を
作
ら
れ
た
の
か
驚
き
ま

し
た
。
私
が
菊
の
花
を
好
ん

で
造

っ
て
い
る
事
を
ご
存
じ

で
菊
を
選
ば
れ
た
の

か
？
　
一
針

一
針
私

ユ
子
）

の
事
を
想
い
作
る
針

を
運
ば
れ
た
の
か
？

と
思

う
と
、
そ
の
お
気
持
ち
が
有

難
く

『
ほ
の
ぼ
の
』
と
し
た

気
持
ち
で
正
月
中
飽
き
ず
に

眺
め
て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
、
私
事
に
な
り
ま
す

が
、
若
い
頃
は
洋
服
も
毛
糸

の
物
も
人
頼
み
だ

っ
た
私
が
、

結
婚
し
子
供
が
生
ま
れ
て
、

子
供
の
為
に
手
作
り
の

物
を
着
せ
た
く
て
、
遅

れ
ば
せ
乍
ら
本
を
買
い

自
己
流
で
ズ
ボ
ン
や
上

着
を
作

っ
て
着
せ
て
自
己
満

足
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
こ

う
し
て
い
る
間
に
手
仕
事
が

好
き
に
な
り
、
編
機
を
買
い
、

家
族
や
親
類
の
物
を
編
ん
で

悦
に
入

っ
て
い
ま
し
た
。

二
人
の
子
供
の
手
が
離
れ

た
頃
、
和
裁

・
染
物

・
織
物

・

手
編
と
次
々
手
を
染
め
ま
し

た
が
、　
一
番
勉
強
し
自
信
の

持
て
た
の
が
手
編
で
し
た
。

下
市
田
に
お
世
話
に
な

っ

て
二
十
五
年
、
家
屋
敷
を
置

い
て
来
ま
し
た
が
、
気
に
入
っ

た
所

へ
来
ら
れ
て
、
周
り
の

方
々
に
恵
ま
れ
て
、
毎
日
好

き
な
事
が
出
来
て
日
々
小
さ

な
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

編
物
を
通
し
て
知
り
合

っ

た
多
く
の
方
々
が
今

一
番
の

私
の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

手
間
の
掛
か
る
手
仕
事
を

作
品
に
想
い
を
込
め
て
そ
の

時
間
を
永
く
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
の
モ
ッ
ト
ー

和
顔
愛
語
で
好
々
婆
に
な
り

た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ん
」
を
商
店
街
の
六
地
蔵
さ

ん
入
口
に
建
立
し
、
こ
の
十

二
月
に
は
六
地
蔵
さ
ん
前
に

子
守
り
願
い
の
由
来
を
台
座

に
記
し
た

「
市
田
柿
子
地
蔵

さ
ん
」
を
建
立
し
ま
し
た
。

″子
ど
も
を
守

っ
て
く
れ
る

六
地
蔵
さ
ん
に
集
う
人
々
が

憩
う
、
だ
さ
ら
の
街
″
に
思

い
を
馳
せ
て
、
継
続
し
て
地

域
の
歴
史
風
土
に
つ
な
が
る
、

ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
参

り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

お
参
り
に
来
て
く
ん
な
い

し

よ
／

六
地
蔵
に
か
け
る

町
の
賑
わ
い
づ
く
り

高
森
町
商
工
会
出
砂
原
支
部

前
商
栄
会
長
　
価
口
鼻
オ

出
砂
原
商
店
街
は
、
天
竜

舟
下
り
、
天
龍
社
な
ど
に
よ
っ

て
賑
わ
い
を
支
え
た
時
代
か

ら
郊
外
出
店
型
商
業
の
出
現
、

消
費
者
行
動
の
多
様
化
の
影

響
な
ど
、
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
衰
退
の

一
途
を
辿

っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域

資
産
の
再
発
見
の
切
り
回
か

ら
、
こ
の
地
域
固
有
の
史
蹟

で
あ
る
六
地
蔵
さ
ん
に

一
役

買

っ
て
い
た
だ
き
、
子
守
り

地
蔵
さ
ん
に
願
う
集
い
と
幸

福
感
に
浸
れ
る
街
お
こ

し
を
導
き
出
し
た
の
で

す
。
小
売
店
や
料
理
屋

渉
　
で
賑
わ
い
の
商
店
街
が

形
成
さ
れ
て
い
た
昭
和
初
期

の
頃
、
六
地
蔵
さ
ん
付
近
で

番
頭
さ
ん
た
ち
が
縁
日
を
開

い
て
い
た
伝
え
も
あ
り
、
古

来
伝
承
と
し
て
今
に
つ
な
げ

て
い
る
地
域
史
蹟
を
活
か
す

こ
と
で
、
こ
の
街
に
来
た
く

な
る
魅
力
を
創
り
出
し
、
新

た
な
出
砂
原
の
街
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
け
る
の
で
は
、

と
考
え
た
の
で
す
。
平
成
二

十
年
度
に
は
縁
寺
で
も
あ
る

安
養
寺
ご
住
職
の
供
養
読
経

を
い
た
だ
き
、
六
地
蔵
さ
ん

が
立
像
し
て
い
る
場
所
に
竹

垣
や
ベ
ン
チ
な
ど
の
整
備
と
、

付
近
に
江
戸
時
代
の
由
来
を

記
し
た
表
示
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
六
地
蔵
さ

ん
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
六

地
蔵
さ
ん

へ
の
案
内
役
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
市
田
柿
を
手
に

抱
い
た

「
市
田
柿
子
地
蔵
さ

醐
下
市
田
の
み
な

，
さ
ん

躙
　
　
　
こ
ん
に
ち
は

翻
　

　

　

四
区
出
身

北

　

原

　

和

　

磯

醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
宮
在
住
）

譴
ヽ

「

「

ｒ　　　　　　　　　　ヽ　　　　　）

F

く
「 'rt」

ヽ

ミ

ー
　
　
■
■
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議
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庁
ヽ
準
Ｆ
雪

」よ
た
ｏ
」
・
‐
・
　
　
　
　
　
た
の
は
、
小
学

ね
。
」
と
言

っ
て
も
ら
え
た

フ
ヵ
´
こ
１
′

υ
ノ
「υ　
　
　
　
　
　
　
校

一
年
生
の
時

の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ

小
五
　
壬

生

和

土日
（三
区
）

で
す
ｏ
最
初
は

た
で
す
。
な
の
で
、
今
シ
ー

私
は
、
雪
を
見
る
と
ス
キ
ー

が
し
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な

り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
い
ろ
い
ろ
な

コ
ー
ス
を
す

べ
る
ス
キ
ー
が
好
き
で
す
。

私
が
初
め
て
ス
キ
ー
を
し

こ
け
て
ば

っ
か
り
で
ぜ
ん
ぜ

ん
う
ま
く
す
べ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、

ス
キ
ー
ス

ク
ー
ル
の
先
生
に
教
え
て
も

ら

っ
て
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
こ

け
な
い
で
す
べ
れ
る
様
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に

も
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

い
っ
し
ょ
に
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー

ス
に
連
れ
て
い

っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
な
の
で
、
今
は
上

級

コ
ー
ス
に
も
行
け
る
様
に

な

っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
、

ズ
ン
も
い
っ
ぱ
い
ス
キ
ー
を

し
て
も

っ
と
上
手
に
な
り
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
が
今
ま
で
行

っ
た
ス
キ
ー

場
の
中
で
、　
一
番
の
お
気
に

入
り
は
、
「斑
尾
高
原
ス
キ
ー

場
」
で
す
。

ス
キ
ー
ス
ク
ー

ル
の
先
生
も
や
さ
し
く
て
、

コ
ー
ス
も
充
実
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
あ
と
、
食
事
も
お

い
し
い
で
す
。
特
に
私
は
カ

レ
ー
が
大
好
き
で
す
。
今
年

も
た
く
さ
ん
斑
尾
高
原
で
、

２
で
勝

っ
た
二

や

っ
た
／

」

あ
と

一
試
合
勝

つ
と
優
勝
だ
。

「
勝

つ
」
と

い
う
思

い
だ
け

で
次
の
試
合
に
臨
ん
だ
。
三

試
合
目
は
鼎
ブ
ル
ー
キ
ン
グ

ス
だ
。　
一
回
の
表
と
裏
は
無

得
点
だ

っ
た
。
二
国
に
謙
汰

君
が
ツ
ー
ベ
ー
ス
ヒ

ッ
ト
を

打

っ
た
。
次
は
僕

の
番
だ
。

「
ヒ

ッ
ト
を
打

っ
て
次

に

つ

な
げ
る
」
と
や
る
こ
と
は
わ

か

つ
て
い
た
。
「
カ
キ
ー
ン
」

ヒ

ッ
ト
を
打

っ
た
。
監
督
が

ほ
め
て
く
れ
た
。
僕
の
ヒ

ッ

ト
で
１
点
も
取
り
そ
の
後
４

点
を
取

っ
て
５
点
差
に
な

っ

た
。
そ
の
後
は
３
点
取
ら
れ

た
が
、
何
と
か
抑
え
て
勝

っ

た
。
初
め
て
の
優
勝
だ

っ
た
。

最
後
は
み
ん
な
で
喜
ん
だ
。

ま
た
み
ん
な
で
優
勝
目
指
し

て
が
ん
ば
り
た
い
。

わたしの作文

ぼくの作文
＝

お
母
さ

ん

に
も
、
「
き
れ

い
　
ス
キ
ー
が
し
た

い
で
す
。

¨
な
パ
ラ
レ
ル
に
な

っ
て
き
た

僕
は
高
森
南
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

移
喘
朧
罫

小
五

熊

谷

相

良

（
一区
）
一
ヤ
プ
テ

僕
た
ち
は
高
森
南
野
球
ス
　
ン
が
支
え
て
く
れ
る
。
監
督

ポ
ー
ツ
少
年
団
だ
。
ま
だ
野

が

「
大
会
に
出
る
か
ら
に
は

球
の
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い

優
勝
だ
」
。
監
督
の
掛
け
声

人
も
い
る
け
ど
、
キ
ャ
プ
テ
　
で
不
安
が
な
く
な

っ
た
。
勝

ン
や
レ
ギ

ュ
ラ
ー
の
人
が
力

利
は
み
ん
な
で
つ
か
む
も
の

バ
ー
し
て
い
く
。
今
日
は
待
一
だ

っ
て
教
え
て
く
れ
た
。
い

ち
に
待

っ
た
野
球
の
大
会
だ
。　
よ
い
よ
大
会
が
始
ま

っ
た
。

一
試
合
目
は
１６
対
２
で
勝

っ

た
。
二
試
合
目
は
守
備
が
安

定
し
て
い
た
。
ピ

ッ
チ
ャ
ー

の
中
塚
君
も
力
投
し
て
い
た
。

そ
の
お
か
げ
で
み
ん
な
も
つ

ら
れ
て
す
ご
い
攻
撃
で
２１
対

町
の中
心
地
にあ
って　
賊Ｍ詢榊嘲珊

一
区
自
治
会
長
　

　

　

世
帯
数

。
人

口

吉

川
　
　
登

共
」
の
一
二
％

一
区
は
高
森
町

を
占
め
る
大
区
と
な

っ
て
い

の
ほ
ぼ
中
央
に
位

る
。
世
帯
数

ｏ
人
口
は
平
成

置
し
て
、
役
場

。

二
十

一
年
四
月

一
日
現
在
四

小
中
学
校

。
公
民

百
八
十
九
世
帯

（内
常
会
加

館

・
体
育
館

。
福

入
三
百
五
十
七
戸
）
、
千
五

祉
セ
ン
タ
ー

・
歴

百
八
十
九
名
で
、
十
年
前
と

史
資
料
館
等
、
行
政

・
教
育

。

比
較
す
る
と
世
帯
数
で
一
九

ｏ

九
％
増
、
人

口
で

一
六

。
二

％
増
と
顕
著
な
伸
び
を
示
し

て
い
る
。

地
域
的
に
は
国
道

一
五
三

号
線
か
ら
伊
那
南
部
広
域
農

道
迄
、
大
島
川
か
ら
江
戸
ヶ

沢
迄
の
広
域
な
区
で
、
段
丘

を
挟
ん
で
上
段
と
下
段

に
立
派
な
集
会
施
設
を
　
「

有
し
、
イ
ベ
ン
ト

・常
　
・

会
集
会

。趣
味

の
会

・

凛

葬
儀
会
場
に
と
有
効
活

″

用
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
一

事
業
と
し
ま
し
て
は
、
一

自
治
会
と
分
館
が

一
体

行

と
な

っ
て

「
ふ
れ
あ
い

り

広
場
夏
祭
り
」
お
助
け

マ
ン

・
民
生
委
員

。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り

「
ふ
れ

合

い
サ

ロ
ン
」
常
会
対

抗

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
よ

り
域
内
の
親
睦
を
図

っ

=.,¨ .....Ⅱ ⅡⅡ.....Ⅱ Ⅱ....Ⅱ ......Ⅱ Ⅱ......Ⅲ ⅢⅢⅡ..■ .Ⅱ Ⅱ●■■■●■ⅡⅡ‐●■●■■

紹

て
お
り
、
特
に
昨
秋
の
町
民

運
動
会
で
は
女
性

ｏ
子
供
応

援
団
を
結
成
し
、
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
常
会
毎
に
は
趣
向
を
凝
ら

し
た
催
物
で
親
睦
を
図

っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

区
内
は
ま
だ
ま
だ
未
整
備

な
道
路
、
改
良
を
必
要
と
す

る
水
路

。
河
川
、
安
全
施
設

等
が
あ
り
、
又
地
す

べ
り
危

険
個
所
も
あ

っ
て
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
、
全

区
民
が
気
軽
に
参
加
交
流
出

来
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
す
る

こ
と
が
必
要
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。
1

■■エ

」

臓 景

▼

(1
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長
野
県
警
察
本
部
交
通
部

交
通
機
動
隊
飯
田
分
駐
隊
の

紹
介
を
し
ま
す
。

県
警
交
通
機
動
隊
は
、
長

野
・上
田
・諏
訪
。松
本
な
ど

県
内
七
つ
の
分
駐
隊
が
あ
り
、

主
に
幹
線
道
路
を
中
心
に
交

通
死
亡
事
故
抑
止
の
た
め
、

自
バ
イ

ｏ
パ
ト
カ
ー
の
機
動

力
を
生
か
し
た
交
通
指
導
取

締
り
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
輪
車
教
育
、
交

通
安
全
イ
ベ
ン
ト
、

マ
ラ
ソ

。
駅
伝
警
備
の
先
導
等
の

委
員
会
活
動
報
告

林
務
委
員
長

士
口

田

日
頃
か
ら
林
務
委
員
の
活

動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協

活
動
も
行

っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
昨
年

は
交
通
機
動
隊
発
足
五
十
周

年
、
伊
那

（
現
飯
田
）
分
駐

隊
発
足
四
十
周
年
の
節
目
の

年
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
伊
那
分
駐
隊

は
二
〇
〇
二
年
に
伊
那
市
か

ら
辰
野
町
に
移
り
、
塩
尻
署

か
ら
阿
南
署
管
内
の
県
境
ま

一

で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
　
一

県
南
部
に
お
け
る
活
動
を
強

化
す
る
た
め
、
昨
年
八
月
に

当
地
下
市
田
に
拠
点
を
移
す

と
共

に

「
飯
田
分
駐
隊
」
と

改
称
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

駐
隊
が

『
団
体
優
勝
』
を
果

た
し
、
大
い
に
士
気
を
高
揚

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
十

一

年
の
県
下
の
交
通
情
勢
は
、

交
通
事
故
件
数
、
死
者

。
傷

者
数
と
も
減
少
で
き
ま
し
た

が
、
急
激
な
高
齢
化
社
会
を

反
映
し
て
、
高
齢
者
の
死
者

が
全
体
の
半
数
を
超
え
、
飲

酒
運
転
等
の
悪
質

。
危
険
違

反
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
当
高
森
町

に
あ

っ
て
も
昨
年
は
死
者
二

人

で
、
件
数

・
傷
者
共
に
大

幅
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
隊
員
は
、

こ
の
新
た
な
拠
点
で
地
域
住

民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

一
丸
と
な

っ
て
職
務
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
理

解
と
御
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

師
走
を
迎
え
た
十

二
月
六
日
の
日
曜
日
、

年
末
恒
例
の
区
民
会

館
の
大
掃
除
を
支
館

三
役
、
支
館
部
員
、

分
館
長
、
主
事
の
皆

さ
ん
で
行
い
ま
し
た
。

午
後
二
時
よ
り
三
時

半
ま
で
各
班
に
分
か

れ
、
玄
関
や
天
丼
の

す
す
払
い
、
窓
ふ
き
、
大
ホ
ー

ル
の
床
拭
き
、
各
部
屋

。
台

所

ｏ
ト
イ
レ
の
清
掃
と
手
際

よ
く
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

区
民
会
館
を
利
用
す
る
皆

様
が
気
持
ち
よ
く
使
ち

て
頂

何
か
紙
面
が
変
わ

っ
た
な

と
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

今
号
か
ら
文
字
が
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
従
来
の
１０
ポ

イ
ン
ト
か
ら
Ｈ
ポ
イ
ン
ト
の

字
と
な
り
、　
一
段
が
１１
文
字

３４
行
と
な
り
ま
し
た
。
文
字

を
大
き
く
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
に
沿

っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

「
萩

の
郷
」

に
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
声
を
お
寄
せ
下

さ
い
。
今
年
は
七
年
に

一
度
開
催

さ
れ
る
御
柱
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。
還
暦
の
年
男
を
中
心

け
る
様

に
、
隅

々
ま

で
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様

の
交
流
の
場
所
と
し
て
大
勢

の
皆
様
に
ご
利
用
頂
け
る
よ

う
に
願
ら

て
い
ま
す
。

十十十+十十十 ン

重

和
平
成
二
十

一
年
度
の
活
動

社
式
年
御
柱
祭
」
の
事
前
準

は
、
四
月
の
年
度
計
画
に
基

備

の
御
柱
山
出
し

・
皮
む
き

づ
き
、
最
初
の
準
備
作
業

を
十

一
月
二
十
二
日
に
実
施

に
工
具
を
安
全
に
使
用
す

し
ま
し
た
。
急
傾
斜
で
足
場

る
た
め
に
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
　
の
悪
い
中
、
安
全
に
で
き
、

の
取
扱
い
講
習
会
を
実
施

実
行
委
員
会
に
協
力
す
る
こ

ｒ
し
、
基
本
を
学
び
ま
し
た
。　
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
月
の

区
民
の
皆
様
に
出
労
し

本
番
に
向
け
て
準
備
作
業
を

て
い
た
だ
い
て
い
る
作

を
含
め
、
年
に
十
回
程

草
が
り

・
山
道
の
補
修

を
行

っ
て
い
ま
す
。
正

の
御
神
木
、
神
社
境
内
の
　
き
る
よ
う
に
、
皆
で
勤
め
た

か
が
り
火
の
準
備
も
大
事

い
と
思
い
ま
す
。

♯++++● 0

=

を
切
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
合
致
し
た
か
の
よ

う
に
十
月
の
県
白
バ
イ
安
全

運
転
競
技
大
会
で
は
、
幸
い

に
も
発
足

一
年
目
の
飯
田
分

業

進
め
て
行
き
た
い
で
す
。

下

　

森
林
の
大
切
さ
が
見
直
し

等

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
少
し
で

月

も
よ
り
良
い
環
境
作
り
が
で

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

力
に
感
謝
申
し
上

な
仕
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
平
成
二
十
二
年

「
萩
山
神

いヽ 、こ」

:区民会館六掃除:::

に
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
る
状
況
を
特
集
し
ま
し

た
。
春
を
呼
ぶ
時
期
に
開
催

さ
れ
る
こ
の
お
祭
り
を
区
民

全
員
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

三
年
間
支
館
部
員
と
し
て
、

そ
し
て
編
集
委
員
と
し
て
活

躍
い
た
だ
い
た
三
区
松
代
和

子
さ
ん
、
五
区
藤
田
和
子
さ

ん
が
二
月
を
も

っ
て
交
代
と

な
り
ま
す
。
昨
年
度
部
員
全

員
が
交
代
す
る
と
こ
ろ
を
、

支
館
事
業
の
円
滑
運
営
の
た

め
ご
無
理
を
申
し
上
げ
、　
一

年
間
延
長
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
。
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